
       

 
R4年度 1月号 

～ 大学入試について ～ 

今年も新型コロナウイルスが猛威を振るっており、さらにインフルエンザやノロウイルスが全国的に

流行する季節になりました。感染症の最高の予防法は「手洗い、うがい」に加え、「換気」「ソーシャル

ディスタンス」です｡可能な限り実践しましょう｡ 

 ３年生はいよいよ大学入学共通テストが今週末にあります。その後、自己採点による得点を参考に自

分の受験先を決めなければなりません。二次試験や私立大入試のための勉強と並行してしっかりと大学

を調べ、担任の先生や保護者の方ともよく相談しながら、納得のいく選択をしてください。 

１・２年生は共通テストまでそれぞれ、あと２年・１年です。特に２年生は今学期を３年生０学期の

意識で受験勉強を始めなければなりません。今まで受けてきた記述模試に加え､２月には共通テスト早

期対策模試が実施されます。この「進路だより」を参考にして、共通テストがどのような試験なのか理

解してください。そして、公表される共通テストの問題にぜひ挑戦してみてください。 

大学入学共通テストについて 

１.共通テストとは 
共通テストは、毎年１月の中旬に２日間にわたって行われます。マーク 

センス方式のテストです。各大学は合否判定に利用する教科・科目と配点 

を事前告知するので、受験生は志望校に必要な科目を受験します。共通テ 

スト後には自己採点を行い、その結果から個別学力検査の出願先を決定し 

ます。 

２.受験者数について 
2023年実施の共通テストには、約51万人が出願しています。全国の高校 

生がライバルになる、とても大規模な試験です。 

３.日程と時間割について 
2023年実施の共通テストは１月14日(土)・15日（日）で、右のような 

日程・時間割となります。出題教科・科目は５教科※30科目で、実際に 

受験できるのは、数学２科目と地理歴史・公民２科目、理科２科目を含 

む、最大５教科８科目です。志望校の入試に合わせて受験します。現在、 

ほとんどの国立大で５教科７科目が課されており、教科のバランスが重 

視されています。また、外国語で英語を選択した場合、筆記試験に加え 

てリスニングテストが必須となっています。 

※地理歴史・公民を合わせて１教科と数えています。 

４．出題形式・時間・配点について 
共通テストはすべてマークセンス方式です。高校３年間の学習事項が出 

題の対象となり、すべて教科書の内容から出題されます。各教科の試験時 

間・配点は右の通りです。 

 

進路だより 

【試験教科・時間】 

第１日 

地理歴史 

公   民 
２科目選択9：30～11：40 ※１ 
１科目選択10：40～11：40 

国 語 13：00～14：20 

外国語 
【筆記】15：10～16：30 

【リスニング】英語のみ 
17：10～18：10 ※２ 

第２日 

理科① 9：30～10：30 ※３ 

数学① 11：20～12：30 

数学② 13：50～14：50 

理科② 
２科目選択15：40～17：50 ※１ 
１科目選択16：50～17：50 

 

 
【１科目あたりの試験時間・配点】 

教 科 試験時間 配点 

国 語 80分 200点 

地理歴史 60分 100点 

公 民 60分 100点 

数 学① 70分 100点 

数 学② 60分 100点 

理 科① 

(２科目選択) 
60分※３ 100点 

理 科② 60分 100点 

外国語  

【筆記】80分 100点 

【リスニング】英語のみ 

（解答時間）30分※２ 100点 
 

※１ 地理歴史及び公民並びに理科のグループ②の試験時間において２

科目を選択する場合は、解答順に第１解答科目及び第２解答科目に区分

し各60分間で解答を行うが、第１解答科目及び第２解答科目の間に答案

回収等を行うために必要な時間を加え、試験時間は130分とする。  

※２ リスニングは、音声問題を用い30分間で解答を行うが、解答開始

前に受験者に配付したICプレーヤーの作動確認・音量調節を受験者本人

が行うために必要な時間を加え、試験時間は60分とする。 

※３ 理科のグループ①については、２科目を受験するものとし、１科

目のみの受験は認めない。 

＜「令和５年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験案内」より＞ 

 



【報告】教養アップ講座×STEAM特別講座  

第５回「みんなでつくるデジタルツイン 南高をスキャンして仮想空間へ」 

12月１日(木)13時00分～14時 00分と12月23日(金)13時30分～16時30分の２回にわ 

たり、本校階段教室を会場に、有限会社ナカノジョイントカンパニー、日本 Androidの会運 

営委員／四国支部長兼久信治郎さんをお招きして開催されました。１日は仮想空間、メタバ 

ース、デジタルツインとは何かとのお話と教室、被服室、食物室の写真データの収集、23日 

は、それらのデータをフォトグラメトリーという写真データから 3DCGを生成する技術を利用 

して処理し、メタバース（３次元仮想空間）として出来上がった各教室を見せていただきました。NTTが提供する「DOOR」

という無料のプラットフォーム上に教室のメタバースを作り、各自が端末からアバターとして入室しました。また、後

半は、美術室のいろいろなオブジェを各班が撮影し、それをフォトグラメトリーのソフトを利用して３次元画像にして

いただき出来栄えを競い合いました。参加者一同、画像データ処理技術の進歩に驚かされ、さらに、フリーソフトで誰

でも簡単に 3D画像を作成できるということに驚かされました。 

第６回「見えない心を可視化する心理データサイエンス」 

12月26日（月）13時30分～14時40分、本校階段教室を会場に、人間環境大学総合心理 

学部准教授番田清美先生、講師徳岡大先生、講師嘉瀬貴祥先生をお招きして開催されました。 

「マーケティング」「データサイエンス」「心理学」というワードに関心を示し、97名と多 

くの希望者がありました。３名の先生方がそれぞれマーケティング、仮説検定、心理学におけるデータサイエンスをテ

ーマにお話ししてくださいました。大学生がどのように研究に取り組んだかというお話が多く、本校生徒も身近に感じ

ながらまた、自分のＤＳでの研究を思い浮かべながら聞き入っていました。心理学において数学、統計をいかに活用し

ているか、学んだ先にどんな進路選択があるのかなど丁寧にお話ししていただき、心理学に対するイメージを一新され

た生徒が多かったようです。 

特別回 小学生対象「レゴブロックでプログラミングを体験してみよう！！ 」 

12月27日（火）14時00分～16時20分、愛媛大学総合情報メディアセンター内メディア 

ホールを会場に小学生対象のプログラミング体験教室を開催しました。松山市内の小学校８ 

校から 39名の児童が参加し、レゴ® エデュケーション SPIKE™プライムを利用して、プログ 

ラミングを体験しました。本校ICT教育支援員の愛媛大学生と STEAM教育支援員の愛媛大学 

生が講師となり、本校大学生スクールサポーターの愛媛大学生４名、本校１年生 19名がティーチングアシスタント(Ｔ

Ａ)として、小学生のサポートをしました。最初に、レゴブロックでそれぞれが創意工夫をしてロボットカーを作りまし

た。次に SPIKEというアプリを用いてプログラミングを行い、作ったロボットカーを走らせました。最後に、速く走る

ように歯車のパーツを使用してロボットカーを改造し、競走しました。ＴＡとして参加した生徒の感想を紹介します。 

・昨日は貴重な経験をさせていただきありがとうございました。私はレゴブロックを授業でした時に「面白い！もっとやってみたい！」と思

い、小さい子と関わるのも好きなので、今回参加しました。小学生はみんな小さくてほんとに可愛かったです！レゴブロックを見て、目を

輝かせて、黙々と車作りに取り組む姿がとても印象的でした。しかし、歯車を噛み合わせて、車を速くする作業は難しく、小学生だけでそ

の方法を導き出すのは大変でした。私は、ヒントをあげて正しい方法に導こうとしましたが、上手に伝わらず、今回一番苦労しました。人

に伝えることの難しさを改めて実感しました。また、小学生と関わると、自分が自然と笑顔になることが出来て、心穏やかになった気がし

ました。とても楽しい１日になりました。次回、またこのような機会があれば、今回の経験を活かして参加してみたいなと思いました。 

・今までは、教えてもらう側だったので何も考えずに楽しむことができたけれど、今回初めて教える側になって、いろいろな難しさがあるこ

とが分かりました。自分がすべてを教えたら成功することは分かっているけれど、それは自分も相手も面白くないので、なるべく小学生の

意思を尊重し、でも脱線しそうになったら、理由を説明して正しい方向に導くことを心がけました。その結果、３人で協力して“タルト号”

という速くてかわいい車を作ることができたのでよかったです。また、私が小学生から学ぶこともたくさんありました。何事にも全力で取

り組む姿勢や素直に物事を聞く力など、とても大切だなと改めて感じました。今回の経験を今後に生かせるようにしたいです。 


